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利便性に富む都市機能とゆ りあ 居住環境が

地よ 周和する街

研究学園葛城は、つくばエクスプレス沿線開発の最大規模を誇る地区で、つくば

駅を中心とした研究学園都市中心地区の副者陶き的な役害」を担つており、地域の拠

点となる街づくりをめざしています。

駅前に位置する本ルール対象地は、駅前センター地区に位置づけられており、商

業・業務施設の土地利用を推進するエリアです。

本地区では、研究学園駅前センター協議会関係権利者の協働による土地の有効活

用と資産価値の形成をめざして、以下の目標のもと、街づくリルールを定めます。

■土地利用計画図
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灘…邊 まらづくリルールの主轡

研究学園駅前センター (西及び南地区)(以下、「センター地区」という)のまちづく

りを推進するにあたり、研究学園駅前センター協議会 (l_4下、「協議会Jという)関係

権利者の協働による土地の有効活用と資産価値の形成をめざします。

このため、F賑ゎぃが連続し、歩いて楽しくて個性的で魅力ある商業・サービスエリア

の形成』を地区共通の目標とし、これを推進するために、必要な事項を定めます。

1 土地の有効活用を実現するためには、地権者相互が協力しあい、センター地区全体
の魅力づくりが重要であるという認識の下に、まちづくりに取り組みます。

2 商業・サービス施設の誘致に努め＼賑わいが連続したまちづくりをめざします。
3 自動車と共存しながらも、歩行者を優先した、歩いて楽しいまちづくりをめざしま
す。

4 建物の早期建設に努めます。
5 建物のデザイン、建築設備、看板、夜間の照明＼植栽などに配慮し＼魅力的なまち
づくりをめざしますc

量…2 まらづくリルール瘍対軟エリア

■駅前センター西及び南地区対象エリア図



1-3 研究学園駅前センター [西及び南地区]

まちづくリルール ガイドライン

1階用途

ランクA:1＼ 2号境界線に指定される道路に面した建物の 1階部分では建物間国の 2/3以上を店舗・サー

ビス施設とする。ただし、敷地が狭小のためこれにより難い場合は、下記ランク Bを適用する。

ランクB:その他の部分では、道路に面した建物の 1階部分では建物間国の 2/3以上を店舗・サービス

施設とするcただし、 2階にこれらの施設を設置する場合にはその限りではない。

ま 華豊奎
=

ランクA:交差点及び2号境界線に面する建物は、店舗の中を見せる工夫やショーウィンドウの設置な

どの賑わいづくりを行う。

ランクB:上記以外の道路に面する建物は、店舗の中を見せる工夫やショーウィンドウの設置などの賑

わいづくりを行う。

1茫
軋簑冬議露命瘍ほ しヽ事

ランクA:障害物となる垣・柵、自動販売機、地上設備などの障害物を設けない。
ランクC:前面道路から連続した薄茶系の自然色舗装又は透水性のインターロツキング舗装となるよう

努める。

特別な理由がある場合は、A、 Bは適用しない。「特別な理由が

あるJこ との判断は、「まちづくリルール運営委員会Jが行う。

建物を建てずに、駐車場や
‐
C~材置き場等で土地利用する場合は、

駐車場のしつらえと看板広告物のガイ ドラインを適用する。

建築基準法第 85条第 5項で定める仮設建築物については、本

ガイドラインの適用を緩和することができる。

ただし、駐車場のしつらえ、荷拐」きスペース、駐輪場の設置、

設備・配管の修景、ゴミ置き場の修景、及び看板広告物に関す

るガイ ドラインは緩和しない。

ランクC:日除けテントや吊り下げ看板などにより、積極的に魅力づくりの演出を行う。

建物正面の顔づ くり



盪餘饂颯轟い

B:夜間は街路照明と合わせライトアツプまたは、外灯などの敷地内照明の設置を行う。

B:シースルーシヤッターやパイプシャッターを用いて閉店後も店の明かりが外に漏れるように

する。

ランクC:ライトアップ等の電力は、ソーラーパネルを利用するなど環境に配慮するよう努める。

二 =議 寺
=毒

ランクB:1号境界線に面する敷地においては、建物の正面が 1号境界線に向くようにする。

ランクA:1、 2号境界線では建物の前面に

駐車場を設置しない。ただし、敷

地が狭小のためこれにより難い場

合は、この限りではない。

ランクcil号境界線に面する敷地においては、

道路に面する車路 (駐車場出入口)

と駐車スペースの幅が、合計 1lm

を超えてはならない。

1 ■■■二1.■ ■三

ランクA:屋外駐車場が道路に面する部分は植栽帯を設置する。
ランクA:立体駐車場は道路に面する壁面前に高木などの植栽または、壁面緑化や外壁パネルなどの修

景を施す。

ランクC:駐車場の出入口には建物と連続したゲー トを設けるなど、修景的な工夫をする。

ランクC:駐車場は建物の背面に集め街区毎に共同の出入口を設けるよう努める。

ランクB:各敷地に荷捌きスペースを確保する。ただし、専用スペースでなくとも可とする。

ランクA:各敷地内に十分な台数の駐輪場を確保する。
ランクA:居住者用駐輪場は、植栽帯やフェンスにより、道路から駐輪場が丸見えにならないような工

夫をする。
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ア〒―
歩行蜜餘蜀褥雉

ランクB:建物の入口部にやむを得ず高低差が生じる場合には高齢者や障害者にも配慮したしつらえと

する。

|‐ ぷ1選 雫整け鷺鶴

ランクB:両側を道路に挟まれた敷地においては、敷地内に歩行者が通り抜け可能な通路を確保する。

ただし、建物の管理や安全上支障がある場合はこの限りではない。

しつらえ
=は
鋏蜃囃饂隆爆



罐甕難衝角広場
ランクC:敷地内に歩行者の休憩スペースとなるような街角広場や中庭を設ける。

は軋鰤饂≧戌咤

:議鷺懇亀影
籠`|=驚
=
ランクA:アクセントとして用いる場合を除き、まちなみの調和を乱す原色等の派手な色は原則として

ク

２
　
″

使用しない。

べ争》ダ

A:ベランダ前面の壁は、透視しにくく、かつ布団、洗濯物などが外から見えない構造とする。

ランクB:建物と一体のデザインとし、前面に張り出した構造を避ける。

暮‐‐轟轟麟轟亀侍覆鑽 :=菫警iを議務:=換まれ亀敷竜)

ランクA:機械式駐車場等景観の妨げとなる施設や設備を裏狽1道路に面して設置しない。設置する場合は、

植栽で隠すなどの工夫を行う。

ランクB:階段は外階段とせず、建物内に配置する。

ランクC:店舗・サービス施設のショーウィンドウや出入口を設けるよう努める。

建物の階帯設備の修景

:藤鸞難:設備 。謳管等の修鑽

ランクA:道路及び鉄道から見える位置にある建物設備や配管は目隠しやカバーを用いて修景する。

物の屋上も含む)

ランクB:建物設備や配管を道路に面して配置しない。

簸雛:鰺難爾ミ炒鬱場の修量

ランクA:ゴミ置き場は目隠しやカバーを用いた修景を行い、建物の側面もしくは背面に設置する。

謬鶉 艤甕翁
広告物の大きさや設置数などについては、茨城県屋外広告物条例に示された基準 (第 1種禁

止区域に相当)を遵守する。

極端に鮮やかな色や発光、反射する塗料・素材を用いた広告物、けばけばしく点減する広告

物などは設置しない。

複数店舗ある場合に,よ、集合看板とすることで自立広告塔の数をできるだけ減らすよう努める。

野立て広告の氾濫は景観に大きな影響を与えるため＼空き地の広告スペースとしての貸し出し

は行わないよう努めるG

歩行者の邪魔となるのぼり旗や路上の置き広告は使用しないように努める。

(建

ランクA

ランクB

ランクC

ランクc
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n_冬 まちづくリルールの主旨

|||=||

研究学園駅前センター (東地区)(以下、「センター地区」という)のまちづくりを推進
するにあたり＼研究学園駅前センター協議会 (以下「協議会Jという)関係権利者の協
働によるまちの活性化と資産価値の形成をめざします。

このため、『賑わいが連続し、人が集う歩いて楽しくて個性的で魅力ある商業・サービ

スエリアの形成』を地区共通の目標とし、これを推進するために、必要な事項を定めます。

1111■
=1彙
■

1 まちの活性化を図るためには＼地権者相互が協力しあい、センター地区全体の魅力
づくりが重要であるという認識の下に、まちづくりに取り組みます。

2 商業・サービス施設の誘致に努め、賑わいが連続したまちづくりをめざします。
3 自動車と共存しながらも、歩行者を優先した、歩いて楽しい便利で快適なまちづく
りをめざします。

4 建物の早期建設に努め＼やむを得ず土地の暫定利用をする際は、にぎわいの連続し
たまちづくりに配慮した用途とします。また、暫定駐車場として利用する場合は周

囲の開発状況に配慮し、使用収益開始から概ね 3年以内の利用とします。

5 建物のデザイン、建築設備、看板＼夜間の照明、植栽などに配慮し、魅力的なまち
づくりをめざします。

卜…鐵 まちづくリルールの対象エリア
■駅前センター東地区対象エリア図

鰈
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卜…⑮ 麒影 園駅前センター [東地区]
鞣ち くリルール ガイドライン

ランクA:建物の 1階部分は、建物間国の 2/3以上を店舗・サービス施設とする。ただし、これにより

難い場合は、下記ランク Bを適用する。

ランクB:建物の 1階部分は、以下のように通りの連続性に配慮する。

・通りに面して、開口部を大きくとつた集会所を配置するなど、人の気配を感じられる機能
。設

えとする。

。通りに面する壁面は＼窓のない壁面や画一的な壁面が連続しないように、極力分節化する。

・通りと連続した屋外空間を確保するように、建物の前面を通りと連続したペイブメントとした

り、植栽、ス トリー トファニチヤーの配置に努める。

31隆
穐空鱚

ランクA:店舗の中を見せる工夫やショーウィンドウの設置などの賑わいづくりを行う。

ランクC:日除けテントやつり下げ看板などにより、積極的に魅力づくりの演出を行う。

1瞼
隋後な書夢募瘍

讐
し`お

ランクA:障害物となる垣・柵、自動販売機、地上設備などの障害物を設けない。

ランクC:前面道路から連続した薄茶系の自然色舗装、又は透水性のインターロツキング舗装となるよ

う努める。

学

づ

織特別な理由がある場合は、A、 Bは適用しない。「特別な理由が

ある」ことの半」断は、「まちづくリルール運営委員会」が行う。

議ヽ,建物を建てずに、駐車場や資材置き場等で土地利用する場合は、

駐車場のしつらえと看板広告物のガイ ドラインを適用する。

壽建築基準法第 85条第 5項で定める仮設建築物については、本

ガイ ドラインの適用を緩和することができる。

ただし、駐車場のしつらえ、荷捌きスペース、駐輪場の設置、

設備・配管の修景、ゴミ置き場の修景、及び看板広告物に関す

るガイ ドラインは緩和しない。

三]店舗 サービス施設以外の用途
Eヨ 店舗・サービス施設用途

建物正面の顔づくり



軒 腋趙

ランクB:夜間は街路照明と合わせライ トアップまたは、外灯などの敷地内照明の設置を行う。

ランクB:シースルーシャッターやパイプシャッターを用いて閉店後も店の明かりが外に漏れるように

する。

ランクCiライ トアップ等の電力は、ソーラーパネルを利用するなど環境に配慮するよう努める。

ランクB:建物の正面は主要道路に向くようにする。

、しつ

ランクA:建物の前面に駐車場を設置しない。ただし、敷地の形状や規模等の問題のためこれにより難

い場合は、下記ランク B及び⊂を適用する。

ランクB:敷地の前面部分は、以下のような配慮をする。

・車に対する歩行者の安全性を確保するとともに＼歩行者空間の連続性を確保するため、通りか

ら建物の主要出入口までの間、歩行者専用の動線を確保する。

ランクC:敷地の前面部分は、以下のような配慮をする。

・壁面の連続性を確保するため、建物はピロティ形式とする。

・駐車利用されていない間は、歩行者の溜り空間やイベントスペースとして機能するように、舗

石ブロツクを使用したり、空いたスペースに植栽を施すなど、設えを工夫する。

ランクA:屋外駐車場が道路に面する部分は植栽帯を設置する。

ランクA:立体駐車場は道路に面する壁面前に高木などの植栽または、壁面緑化や外壁パネルなどの修

景を施す。

ランクC:駐車場の出入口には建物と連続したゲー トを設けるなど、修景的な工夫をする。

ランクc:駐車場は建物の背面に集め街区毎に共同の出入口を設けるよう努める。

ランクB:各敷地に荷拐1きスペースを確保する。ただし、専用スペースでなくとも可とする。

ランクA:各敷地内に十分な台数の駐輪場を確保する。

ランクA:居住者用駐輪場は、植栽帯やフェンスにより＼道路から駐輪場が丸見えにならないような工

夫をする。

歩行空間の位備
1111バリアフリー

ランクB:建物の入口部にやむを得ず高低差が生じる場合には高齢者や障害者にも配慮したしつらえと

する。

鬱1衛釉鉱瞳

ランクc:敷地内に歩行者の休憩スペースとなるような街角広場や中庭を設ける。

らえ
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ランクA:アクセントとして用いる場合を除き、まちなみの調和を乱す原色等の派手な色は原貝」として

使用しない。

1腰
|へ予ンダ

ランクA:ベランダ前面の壁は、透視しにくく、かつ布団、洗濯物などが外から見えない構造とする。

ランクB:建物と一体のデザインとし＼前面に張り出した構造を避ける。

‐■難1 襄鷺選鶴へ織菫馨鑽 (*雨曇:を進纏:こ換壼乳亀畿罐

'

ランクA:機械式駐車場等景観の妨げとなる施設や設備を裏側道路に面して設置しない。設置する場合は＼

植栽で隠すなどの工夫を行う。

ランクB:階段は外階段とせず、建物内に配置する。

ランクC:店舗・サービス施設のショーウィンドウや出入口を設けるよう努める。

■ 1饉 1鍾麗瞳難量菫

ランクB:建物の低層階と中高層階の意匠に変化をつける。

ランクc:建物の 1階部分の意匠は隣り合う建物と調和するものとし、通りの連続性に配慮する。

建物の附帯設備の修景    _
隆炒蝙 設備・配管等の修景

ランクA:道路及び鉄道から見える位置にある建物設備や配管は目隠しやカバーを用いて修景する (建

物の屋上も含む)。

ランクB:建物設備や配管を道路に面して配置しない。

畿隧烙 ゴ装置警場の修曇

ランクA:ゴミ置き場は目隠しやカバーを用いた修景を行う。

看板・広告物
ランクA:広告物の大きさや設置数などについては＼茨城県屋外広告物条例に示された基準 (第 1種禁

止区域に相当)を遵守する。

ランクA:極端に鮮やかな色や発光＼反射する塗料・素材を用いた広告物＼けばけばしく点減する広告

物などは設置しない。

ランクB:複数店舗ある場合には、集合看板とすることで自立広告塔の数をできるだけ減らすよう努める。

ランクC:野立て広告の氾濫は景観に大きな影響を与えるため、空き地の広告スペースとしての貸し出

しは行わないよう努める。

ランクCi歩行者の邪魔となるのぼり旗や路上の置き広告は使用しないように努める。

:駐車場として暫定利用する際は、駐車場が道路に面する部分は植栽帯を設置する。

:土地の暫定利用をする際は、賑わいの連続性に配慮した用途とする。

土地の暫
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3-1 まちづくリルールの取り決め、

変更及び廃止

(1)ま ちづくリルールの取り決め

本まちづくリルールは、平成 17年 7月 3日 (西及び南地区)。平成 18年 10月 1日 (東

地区)の協議会総会で、関係地権者相互の合意の下に取り決めたものです。

(2)効力の継承

1-2及び 2-2に 定める対象エリア内で新たに土地 。建物等の権利を取得する者も、この

まちづくリルールの効力を継承し、個性的で魅力的な駅前センターづくりの推進に努め

るものとします。

(3)ま ちづくリルールの変更及び廃止

本まちづくリルールを変更及び廃止する場合には、3-2に定める「まちづくリルール運

営委員会」で協議の上、協議会総会で取り決めることとします。

3-2 まちづくリルールの運営

(1)ま ちづくリルール運営委員会の設置

まちづくリルールの運営にあたり、12及び 2-2に定める対象エリアの地権者等関係者

の代表からなる「まちづくリルール運営委員会」を設置します。本運営委員会運営の細

目については、必要に応じ、別途本運営委員会において定めるものとします。

「まちづくリルール運営委員会Jは、止むを得ない場合において、まちづくリルールガ

イ ドラインの適用緩和の措置を行うことができるものとします。

(2)事務局の設置等

「まちづくリルール運営委員会Jの事務を行うため、事務局を、独立行政法人都市再生

機構茨城地域支社つくば開発事務所内に設置します。

また、まちづくリルール運営に関する技術的な指導をつくば市丁Xまちづくり推進課に

依頼することとします。

3。 まちづくリルールの変更 `運営・及び手続きに関して

11 
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3-3 建物建築等の手続き

(1)ま ちづ くり行為の届出と調整

1-2及び 2-2に定める対象エリアでまちづくり行為 (建築物の建設、広告物・工作物の

設置等)を行おうとする者は、あらかじめその計画を32に定める「まちづくリルール

運営委員会」に届出が必要です。なお、その計画について調整が必要な場合は、同運営

委員会の調整を経なければならないものとします。

(2)暫定土地利用の届出

12及び 22に定める対象エリアの土地において＼暫定的な土地利用 (仮設建築、屋外

駐車場、資材置き場等)を行う場合にも、本まちづくリルールにあつたものとし、上記

(1)の手続きを行うものとします。

(3)手続きの期間

上記 (1)、 (2)の届出は、土地区画整理法第 76条に基づく建築行為等許可申請及び

地区計画等の手続きの開始前に行うものとします。

事前相談

ガイドライン
チェック

調整が必要な場合

ルール運営委員会

‥
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，

ヅ

，

‥
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調
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問い合わせ

つくば市 TXまちづくり推進課

〒305-8555 茨城県つくば市谷田部 4741(谷 田部庁舎 2階 )

T[L:029-836-1111(代表)  FAX:029-836-9476

都市再生機構 茨城地域支社 つくば開発事務所

〒 305-0821 茨城県つくば市春日2丁目 33-6(春日ビル 4階 )

TEL:029-863-1950  FAX:029-856-6030


